
昭和 51年 3月20日

自然の美しさを生かし、
観光都市づくりにつとめる。

肱川の流れや、その周囲為、正 Lいにする。

旅の人をあたたかい心で迎える。

(大洲市民窓章)
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固定資産税4月の納税

。。

2月末日現在¥
38，591人(住民基本台帳)

、による / 

男 18，401人前月比一 5
女 20，190人+8 

世帯数 10，591世帯 +66 
面積 240.93平方キロメート Jレ

発行大洲 市 役 所
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市
立
大
洲
病
院
で
は
、
市
消
防
本
部

消
防
団
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
春
の
火

災
予
防
運
動
期
間
中
の
三
月
十
日
午
後

三
時
か
ら
、
模
擬
火
災
発
生
に
よ
る
消

火
訓
練
を
大
掛
か
り
に
行
い
ま
し
た
o

大
洲
病
院
に
は
、
現
在
百
六
十
一
人

の
入
院
患
者
が
い
る
ほ
か
、
通
院
患
者

も
多
い
の
で
、
病
院
で
は
万
一
の
火
災

に
備
え
て
、
日
ご
ろ
か
ら
患
者
の
誘
導

避
難
を
は
じ
め
消
火
器
の
点
検
整
備
な

ど
に
必
を
配
っ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に

万
一
に
備
え
て
、
毎
年
一
回
訓
練
を
行

っ
て
い
ま
す
。

「
一
一
一
階
東
病
棟
看
護
婦
詰
所
付
近
か

ら
出
火
、
延
焼
し
つ
つ
あ
り
、
二
人
の

患
者
が
取
り
残
さ
れ
て
い
る
。
」
ヨ
:

i
l
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避
難
関
鱒
」

と
の
想
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

屋
上
で
発
煙
筒
を
た
い
て
出
火
を
怨

定
。
一
一
九
番
へ
の
通
報
、
連
絡
を
受

け
た
市
消
防
本
部
な
ど
か
ら
、
消
防
車

な
ど
、
六
台
三
十
六
人
が
す
イ
レ
シ
を

鳴
ら
し
て
か
け
つ
げ
、
一
斉
放
水
な
ど

成
人
伸
明
シ
リ

i

脳

卒年

景

昭
和
五
十
年
の
一
年
聞
に
、
大
洲
市

で
仁
く
な
ら
れ
た
万
は
、
三
百
六
十
人

で
す
o

そ
の
中
で
、
死
亡
釈
明
が
一
番
高

い
の
が
脳
血
管
仮
住
(
悩
京
中
)
で
二

八
e

三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
お
り
ま

す。
脳
卒
中
に
は
、
脳
出
血
・
脳
血
怜
e

脳
活
栓
"
く
も
膜
下
出
血
な
ど
が
あ
り

ま
す
。脳

卒
中
高
山
町
。
、
心
臓
病
の
予
防

の
た
め
に
次
の
こ
と
に
気
奇
つ
け
ま
し

ょ守つ。

風練，lJiI 火~I向

大
切
な
定
期
健
康
診
断

脳
卒
中
。
心
腕
病
を
予
防
す
る
た
め

に
は
、
伺
と
い
っ
て
も
単
期
に
発
見
す

露
呈
吃
.
量
盟
国
F
E百
四
窪
田
正
重
量
君
、
d
E
n
z
h
J
耳目同盟国

E.員盟国戸、司
dam

喜
一
弘
司
王
白
書
見
」
Z
E
g
h
q同
盟
国
昌
弘
、
墨
田
昌
弘
JE
目白書定司君臨
m
e

が
明
ら
か
な
と
と
。

。
受
付
期
間
、
場
所

昭
和
五
十
一
年
四
月
一
日
(
木
)
か

ら
昭
和
五
十
二
ヰ
四
月
十
七
百
(
土
)

ま
で
市
総
務
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

浦
欠
入
居
順
位
の
決
定
方
法

昭
和
五
十
一
年
四
月
二
十
八
日
午
後

一
時
か
ら
、
大
洲
市
立
中
央
公
民
館
に

お
い
て
狛
せ
ん
を
行
い
入
居
順
位
を
決

定
い
た
し
ま
す
。

な
お
母
子
家
庭
、
老
人
世
得
、
身
体

障
害
者
世
穏
に
つ
刊
で
は
、
そ
の
状
況

に
よ
り
入
居
順
位
を
優
先
し
ま
す
。

詳
レ
い
こ
と
は
市
総
務
課
へ
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

。
補
欠
入
居
の
期
間

昭
和
五
十
二
昨
五
月
一
日
か
ら
昭
和

五
十
二
年
四
月
二
一
+
日
ま
で
に
、
空
家

が
生
じ
た
場
合
と
し
ま
す
。

市

曽

住

宅

補
欠
入
賠
者
募
集

市
営
住
宅
に
空
家
が
で
き
た
場
合
に

入
居
で
き
る
補
欠
入
届
者
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

。
入
居
募
集
住
宅

肱
南
、
肱
北
、
新
谷
地
区
に
あ
る
市

営
(
公
営
)
住
宅
で
す
o

(
た
だ
し
市
木
団
地
、
太
郎
宮
団
地
を

除
き
ま
す
。
)

O
入
居
資
格

次
の
条
件
に
該
当
す
る
方

一
、
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
が

あ
る
こ
と
。

二
、
過
去
一
年
間
の
所
得
(
収
入
か
ら

必
要
縦
援
を
問
除
し
た
額
)
を
十
二

か
月
で
除
レ
、
さ
ら
に
扶
養
親
族
一

人
に
つ
き
、
一
万
六
千
円
を
控
除
し

た
額
が
第
一
種
住
宅
で
は
、
一
二
万
六

千
円
を
と
え
六
万
五
千
円
以
下
で
あ

る
こ
と
。

第
二
種
住
宅
で
は
、
一
ニ
万
六
干
円
以

下
で
あ
る
こ
と
。

一
ニ
、
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
開
局
し
よ

う
と
す
る
朝
刊
族
が
あ
る
と
と
。

(
入
居
後
三
か
月
以
内
に
同
居
で
き

る
婚
約
者
を
含
む
。
)

四
、
現
宝
直
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

消
火
、
救
出
訓
練
を
行
い
ま
し
た
@

ま
た
、
病
院
側
は
、
看
護
婦
さ
ん
ら

約
四
十
人
が
参
加
、
入
院
患
者
の
避
難

誘
導
ゃ
、
消
火
器
を
使
つ
て
の
初
期
消

火
な
ど
の
訓
練
を
本
番
さ
な
が
ら
に
行

い
ま
し
た
。

最
後
に
石
岡
消
防
長
は
、
訓
練
は
適

切
に
行
え
た
が
、
病
院
と
い
う
持
異
性

か
ら
、
予
期
せ
ぬ
火
災
に
備
え
て
、
入

院
患
者
の
全
員
救
出
方
法
を
、
さ
ら
に

今
後
も
検
討
レ
て
明
確
に
し
て
お
く
こ

と
、
題
物
内
に
人
か
残
っ
て
い
な
い
か

人
員
を
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
講
評
レ
ま
レ
た
。
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を

る
こ
と
が
大
切
で
す
o

異
常
が
自
覚
さ

れ
な
く
て
も
、
定
期
的
に
毎
年
一
一
回
は

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
o

異
常
か
見
つ
か
っ
て
も
、
し
っ
か
り

管
理
を
す
れ
ば
、
健
康
な
人
と
変
わ
ら

ず
長
生
き
す
る
と
と
が
で
き
ま
す
。

六
洲
市
で
は
、
包
年
各
地
区
で
総
合

検
診
を
し
て
お
り
ま
す
o

健
康
保
持
の

た
め
に
、
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

日
常
生
活
の
注
意

一
、
身
体
的
、
精
神
的
な
過
労
を
さ
げ

て
、
間
半
寝
早
起
き
な
ど
規
則
正
し
い

無
理
の
な
い
生
活
を
し
ま
し
ょ
う
。

二
、
適
度
な
運
討
を
毎
日
続
け
ま
し
ょ

一つ。歩
く
こ
と
や
体
操
な
ど
は
、
冠
状
動

脈
の
老
化
そ
防
ぎ
体
の
血
流
を
順
調

国
民
健
康
保
険

表
彰

大
洲
市
の
国
民
健
康
保
険
で
は
、
家

族
全
員
が
健
康
に
恵
ま
れ
、
一
年
間
国

民
健
康
保
険
に
よ
る
治
療
を
受
げ
な
か

ウ
た
と
き
に
表
彰
を
す
る
規
程
を
制
定

し
て
昭
和
五
十
年
一
月
一
日
か
ら
適
用

す
る
乙
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

が
健
康
で
あ
る
こ
と
の
誇
り
と
、
自
ら

健
康
を
守
る
た
め
の
工
夫
と
努
力
を
た

た
え
、
し
か
も
、
保
険
税
を
完
納
し
て

こ
の
事
業
の
た
め
に
と
協
力
を
い
た
だ

に
し
ま
す
。

一
工
、
肥
満
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

標
準
体
重
は
、
あ
な
た
の
身
長
か
ら

一メ
l
ト
ん
を
だ
レ
引
き
、
山
川
り
に

0
0
九
を
か
け
た
も
の
で
す
。

原
準
体
重
以
上
の
人
は
、
そ
れ
だ

け
心
臓
血
管
系
統
に
余
分
な
的
仰
を

か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
食
件
活

の
改
善
ゃ
、
ス
ポ
ヅ
一
な
と
干
棋
準

体
重
を
維
培
す
る
よ
う
に
努
め
ま
し

ょ?っ。
生
活
の
注
意
あ
れ
こ
れ

ー
、
入
浴
は
熱
す
ぎ
な
い
調
度
で
、
長

七
一
回
は
さ
け
ま
し
、
ょ
う
。

2
、
便
通
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

3
、
食
事
は
、
応
分
の
φ
な
い
、
う
す

昧
の
も
の
を
と
る
よ
う
に
レ
ま
し
ょ

-つ一。
4
、
野
菜
や
海
そ
ろ
類
は
、
た
っ
ぷ
り

食
べ
ま
レ
ょ
う
。

5
、
お
酒
は
、
遊
日
目
に
し
ま
し
ょ
う
。

病
型
別
脳
血
管
疾
患
に
よ
る
死
亡
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確
を
制
定

い
た
世
帯
を
対
象
に
レ
て
、
感
謝
状
と

記
念
品
の
贈
呈
を
行
う
も
の
で
、
昭
和

五
十
年
中
の
該
当
者
に
つ
い
て
は
七
月

ご
ろ
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

国
民
健
康
保
険
で
賄
う
民
療
費
は
毎

年
ふ
え
て
い
ま
す
が
、
昭
和
五
十
年
度

一
年
間
に
使
わ
れ
た
医
療
賢
は
、
一
世

帯
平
均
で
十
六
万
八
千
円
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
昭
和
五
十
一
年
度
は
、
保
険

税
を
す
え
置
く
と
と
と
し
て
お
り
ま
す

が
、
一
方
医
療
費
は
値
上
げ
分
と
受
診

6
、
た
ば
こ
は
、
心
臓
、
血
管
、
呼
吸

器
に
感
い
か
ら
ひ
か
え
ま
レ
ょ
う
。
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地
方
行
政
委
員
長
に

室
、
ま
れ
る

j
l
;

ー

今
一
国
市
議
会
議
長
会
で
は
、
地
方
行

政
委
員
会
な
ど
六
委
員
会
を
設
置
し
て

池
万
自
治
の
い
ろ
い
ろ
た
問
題
を
国
会

政
付
そ
の
他
関
係
方
聞
に
反
映
さ
せ
る

た
め
に
、
調
官
研
究
、
企
画
等
宇
一
行
い

必
要
に
応
じ
て
そ
の
実
現
運
動
守
行
っ

て
い
ま
す
。

当
市
の
米
沢
忠
憲
議
長
は
、
去
る
一

月
十
九
日
の
会
議
で
地
方
行
脚
委
員
長

に
推
挙
さ
れ
、
一
時
任
し
ま
し
た
。

地
方
行
政
委
員
会
は
、
主
に
自
治
行

所
管
関
係
の
事
頭
で
、
加
十
月
制
度
全

般
に
わ
た
る
問
題
を
取
り
扱
っ
て
い
ま

す。

第
二
十
八
回

光
さ

あ
ち
と
ち
で
桜
の
た
よ
り
か
聞
か
れ

る
こ
ろ
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
気
候

の
せ
い
か
開
花
の
時
期
が
例
年
よ
り
少

し
早
い
よ
う
で
す
o

大
洲
市
観
光
の
帯
あ
け
観
光
さ

く
ら
ま
つ
り
は
、
城
山
公
問
、
富
士
山

会
闘
が
、
四
月
一
日
か
ら
八
日
ま
で
、

祇
園
公
園
は
、
四
月
+
日
か
ら
二
十
五

日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
o

各
公
園
と
も
、
遊
歩
賞
な
ど
の
整
備

が
年
々
進
め
ら
れ
、
市
民
の
い
こ
い
の

率
の
増
加
に
よ

W
1
二
割
は
ふ
え
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
保
険
の
台
所
は
非
常

に
苦
し
く
な
り
そ
う
で
す
。

薬
や
注
射
を
む
や
み
に
欲
し
が
っ
た

り
、
あ
ち
こ
ち
お
医
者
め
ぐ
り
を
す
る

と
と
は
、
医
療
費
の
無
駄
使
い
ば
か
り

で
な
く
、
結
局
病
気
も
こ
じ
れ
て
、
お

医
者
さ
ん
に
一
番
き
ら
わ
れ
る
患
者
さ

ん
に
な
る
よ
う
で
す
。
し
か
も
こ
の
医

療
費
は
、
ほ
か
で
も
な
い
加
入
者
が
負

担
を
す
る
乙
と
に
な
り
ま
す
。

加
入
者
の
一
人
一
人
が
こ
の
よ
う
な

と
と
の
な
い
よ
う
注
意
し
て
い
た
だ
い

て
、
国
民
健
康
保
険
の
事
業
が
健
全
に

運
営
さ
れ
る
と
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん。

若
宮
分
館
文
化
祭

中
央
公
民
館
若
宮
分
館
(
木
村
文
随

分
館
長
)
で
は
、
三
月
六
日
午
後
一
時

半
か
ら
、
第
七
昌
文
化
祭
-
を
聞
き
ま
レ

た。若
宮
分
館
で
は
、
地
域
住
民
の
生
活

文
化
の
振
興
ゃ
、
仲
間
づ
く
り
の
た
め

に
、
書
道
、
お
花
、
舞
踊
、
吟
詠
な
ど

の
グ
ル
ー
プ
活
動
を
積
極
的
に
す
す
め

て
お
り
、
日
ご
ろ
の
成
果
を
発
表
し
ま

し
た
。開

会
の
あ
と
分
館
の
事
業
報
告
、
続

い
て
グ
ル
ー
プ
活
動
で
習
得
し
た
お
ど

り
や
吟
詠
な
ど
の
発
表
に
、
会
場
一
杯

の
参
集
者
か
ら
温
か
い
拍
手
が
お
く
ら

れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
書
選
、
お
花
、
短
歌
な

ど
の
作
品
が
認
べ
ら
れ
、
分
館
活
動
の

成
果
を
み
ん
な
で
楽
レ
み
ま
し
た
。

b 

つ

場
に
な
「
て
お
り
ま
す
。

ま
つ
り
期
間
中
の
主
な
行
事
は
次
の

と
お
り
で
す
、
春
の
一
日
を
家
挟
つ
れ

で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

四
月
一
日
、
開
幕
式
、
四
周
回
目
、
故

餅
a

の
ど
白
崎
大
会
、
協
賛
行
事
、
四

月
四
日
、
弓
道
大
会
e

柔
道
大
会
、
四
月

七
日
、
花
ま
つ
り
子
供
大
会
、
四
月
十

一
目
、
淡
交
会
茶
会
・
剣
道
大
会
・
除
詠

大
会
、
四
月
十
五
日
観
桜
会
・
子
供
す

も
う
大
会
、
四
月
一
「
J
I五
日
樋
木
市

国
定
資
産
課
税
台
帳

の
縦
覧

昭
和
五
十
二
牛
陵
分
の
固
定
資
降
一
日

価
格
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
次
の
と

お
り
国
管
資
産
課

mA日
肢
を
縦
覧
に
供

し
ま
ず
か
ら
関
係
納
、
向
者
は
閲
覧
し
て

く
だ
さ
い
。

縦
覧
期
間
四
月
一
日

t
四
月
二
十
日

縦
馬
場
所
旧
犬
訓
町
の
方
は
引
務
課

連
絡
所
管
内
の
方
は
各
連

絡
所

な
お
、
昭
組
五
十
年
中
に
、
土
地
、

家
屋
な
ど
の
異
動
か
あ
っ
た
方
は
男
非

乙
の
期
間
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

祝
日
に
は

国
旗
を
掲
げ

ま
し
ょ
う
。

四
月
二
十
九
日
は

天
皇
誕
生
日

相
談
ご
と
案
内

作品 が 会 場 一 杯 の 文 化 祭

交
通
事
故
相
談
日

と

き

4
月
山
回
日
時
J
M
時

4
月
初
日

M
M

と
こ
ろ
市
役
所
第
一
会
議
室

人
権
相
談
日

と

き

4
月
ロ
日
ぱ
時

t
同
時

と
と
ろ
旧
大
洲
公
会
堂
内
社
会
福

祉
協
議
会
事
務
室

心
配
ご
と
相
談
日

と

き

4
月
1
日

目

時

t
m時

4
月
M
U

日

グ

4
月
刊
凶
日
夕

4
月
お
因
。
，

と
こ
ろ
旧
大
洲
公
会
堂
内
社
会
福

対
協
議
会
事
務
室

一
家
庭
比
窒
相
談
日

と

き

毎

日

8
時
半

1
げ
時

た
だ
し
、
土
隠
日
は
ロ
時

ま
で
、
日
曜
、
祝
日
は
休

み
ま
す
。

と
こ
ろ
市
福
祉
事
務
所

行
政
相
談
日

と

き

毎

日

9
時
1
旭川時

た
だ
し
、
月
植
臼
は
休
み

ま
す
。

と
こ
ろ
市
民
会
館

不
動
産
相
談
日

と

き

毎

月

日

日

刊

時

t
M時

と
こ
ろ
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

大
洲
支
部
(
大
洲
市
管
官

愛
媛
相
手
日
政
行
大
洲
支
后

横
)

3
月刊
ω
日

中

央

病

院

④

4
5
5
1

4
月
4
臼

許

タ

昨

日

日

沖

ゲ

ム

ず

同

日

グ

ム

N
b

h

グ

お

臼

ん

グ

ム

wt

沙

問

山

田

ム

グ

ナ

診
療
時
間

8
時
半

t
m時



(2) 

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ

市

政

の

窓

(4) 

日2 0 月

大
州
市
は
、
文
化
発
祥
の
地
と
し
て

知
ら
れ
、
ま
た
、
中
江
藤
樹
先
生
を
は

じ
め
多
く
の
偉
人
が
出
ま
し
た
。
そ
の

学
徳
は
'
継
承
せ
ら
れ
、
今
も
な
お
「
先

哲
の
里
」
と
し
て
美
レ
い
郷
土
に
永
々

と
生
き
続
い
て
お
り
ま
す
。

乙
の
輝
や
か
レ
い
伝
統
と
恵
ま
れ
た

環
臓
の
大
洲
乙
そ
、
た
く
ま
し
い
身
体

と
、
豊
か
な
心
、
高
い
知
性
の
教
育
が

展田
F
T
K
A
る
理
想
の
地
で
あ
り
ま
す
。

生
日
伊
善
弘
の
構
想
を
踏
ま
え
、
家
庭

教
育
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
の
三
者

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
狙
う
と
と
ろ
と
守
備

範
囲
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
相
互
に
補

完
レ
て
、
教
育
の
近
代
化
の
道
を
進
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
教
育
の
バ
ッ
ク
ボ
ー

ン
乙
そ
は
、
中
江
藤
樹
先
生
で
あ
り
、

中
江
藤
樹
先
生
の
学
徳
と
そ
の
近
代
的

意
義
を
研
究
レ
、
真
の
大
淵
教
育
の
確

立
を
図
り
た
い
と
考
え
ま
す
。
と
の
視

点
か
ら
、
大
洲
の
教
育
と
文
化
の
点
揃

3 昭和 51年串.雄三F何耕輔

を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
、
幼
児
教
育
に
つ
い
て

ー
、
幼
縫
園
児
の
家
民
教
育
の
実
態

を
し
っ
か
り
見
つ
め
、
指
導
を
展

開
す
る
。

2
、
小
学
校
・
保
育
所
と
の
関
連
を

研
究
す
る

0

3
、
保
健
安
全
教
育
の
推
進
を
は
か

る。
4
、
就
学
前
同
和
教
育
の
徹
底
を
は

か
る
。

二
、
学
校
教
育
に
つ
い
て

ー
、
地
敏
社
会
に
Mm着
レ
た
学
校
経

グ
風
と
璽
と
虹
と
グ
の
南
海
の
雄

藤
原
純
友
の
生

歩込

一
月
四
日
か
ら
、
領
週
日
曜
の
夜

N

E
K総
合
テ
レ
ビ
で
放
送
中
の
9
風
と

雲
と
虹
と
。
の
藤
原
純
友
は
、
大
洲
が

出
生
の
地
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、
藤
原
純
友
と
大
洲
の
関
係

に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

A
「
か
ら
約
千
年
前
の
話
で
す
。
純
友

は
伊
予
の
名
族
越
智
氏
の
一
族
で
、
高

橋
を
名
乗
る
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

実
父
友
久
は
、
大
津
(
現
在
の
大
洲

市
)
に
美
田
を
開
い
て
、
や
か
た
を
造

り
住
ん
で
?
ぷ
レ
た
。

一
代
の
ア
急
児
純
友
も
、
乙
の
大
測

の
地
で
産
声
を
あ
げ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
父
の
遺
言
に
よ
っ
て
、
高
橋
家

の
荘
園
(
し
よ
う

I
)
の
中
で
最
も
収

穫
の
多
い
、
豊
か
な
乙
の
地
を
も
ら
っ

て
所
領
と
し
ま
し
た
。

純
友
が
藤
原
氏
を
名
乗
る
よ
う
に
な

フ
た
の
は
、
父
友
久
か
当
時
の
国
主
藤

第 24 1号

い
立
ち

原
良
範
の
下
役
で
功
績
が
あ
り
、
わ
が

子
の
出
世
を
願
っ
て
純
友
を
養
子
に
出

し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

純
友
の
や
か
た
は
、
富
士
山
の
制
法

寺
の
あ
た
り
に
あ
り
、
む
ね
数
十
ば
か

り
、
や
か
た
の
外
に
は
ぼ
り
を
め
ぐ
ら

せ
て
い
ま
し
た
。

純
友
は
、
後
に
京
都
へ
の
ぼ
っ
て
官

職
を
受
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
時
の
政

治
の
あ
り
方
を
快
し
と
せ
ず
、
坂
東
の

雄
、
平
将
門
の
旗
揚
げ
を
知
っ
て
つ
い

に
立
ち
あ
が
り
、
海
賊
大
将
軍
と
な
っ

て
基
府
を
レ
ん
か
ん
さ
せ
ま
し
た
。
(

海
音
寺
湖
豆
郎
著
と
侮
と
風
と
虹
と

H"

に
よ
る
)

と
の
ド
ラ
マ
は
、
本
年
十
二
月
ま
で

放
送
さ
れ
ま
す
。
w
お
は
な
は
ん
H

に

つ
い
で
再
び
大
洲
市
が
全
国
へ
紹
介
さ

れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

営
を
持
に
重
視
し
、
児
童
一
人
一

人
に
も
よ
く
わ
か
る
、
学
校
教
育

目
標
を
打
ち
立
て
、
職
員
の
経
営

参
加
体
制
を
推
進
し
、
学
校
経
営

の
近
代
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す。
こ
乙
か
ら
本
当
の
近
代
化
さ
れ

た
学
校
教
育
か
生
ま
れ
る
も
の
で

あ
り
、
そ
し
て
情
緒
障
害
児
治
療

学
級
の
開
設
に
努
め
ま
す
。

2
、
奨
学
資
金
の
増
額
を
図
り
ま
す

3
、
教
育
研
究
所
の
中
江
藤
知
先
生

の
研
究
活
動
の
発
展
を
大
い
に
進

最
近
の
お
母
さ
ん
は
、
母
乳
が
出
な

い
と
、
す
ぐ
あ
き
ら
め
て
、
安
易
に
粉

ミ
ル
ク
に
切
り
替
え
て
し
ま
う
方
が
多

い
よ
う
で
す
。

し
か
し
、

前
回
の
初
乳

の
話
で
も
わ

か
る
よ
う
に

赤
ち
ゃ
ん
に

は
母
乳
が
是

非
必
要
な
の

で
す
。出

な
い
か

ら
と
、
あ
き

ら
め
て
、
あ

っ
さ
り
粉
ミ

ル
ク
に
切
り

替
え
な
い
で

赤
ち
ゃ
ん
が

泣
け
ば
、
何

回
で
も
乳
首

を
吸
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

母
乳
は
、
産
後
一
一
、
三
目
は
出
が
悪

い
の
で
す
が
、
我
慢
し
て
飲
ま
せ
て
い

れ
ば
、
次
第
に
よ
く
出
る
よ
う
に
な
っ

て
，
も
の
で
す
・
人
に
よ
っ
て
差
か

城山の藤樹先生長日像

め
る
た
め
、
昭
和
五
十
二
年
に
は

藤
樹
会
の
全
国
研
究
大
会
を
大
洲

市
で
開
く
予
定
で
す
。

4
、
学
校
給
食
・
学
校
統
合
も
市
一
一
要

案
件
に
な
る
と
持
え
ま
す
。

=
一
、
社
会
教
育
に
つ
い
て

ー
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
教
育
は
、
従

来
混
同
問
長
さ
れ
て
き
た
学
級
、

講
附
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
狭
い
意

味
で
の
社
会
教
育
だ
け
で
な
く
、

市
民
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
開
会
と
場

所
伝
お
い
て
行
わ
れ
る
各
種
の
学

習
を
教
育
的
に
高
め
る
活
劃
を
総

称
す
る
も
の
と
レ
て
広
く
摘
え
て

取
り
く
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

2
、
中
央
・
地
区
公
民
館
の
機
能
の

整
備
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
o

3
、
図
書
館
の
充
実
・
博
物
館
の
建

設
を
進
め
ま
す
。

4
、
地
区
公
民
館
が
中
心
と
な
り
地

域
社
会
に
定
着
レ
た
基
礎
的
団
体

の
育
成
を
強
力
に
推
レ
進
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

5
、
社
会
教
育
の
振
興
を
は
か
る
た

め
に
施
設
の
整
備
と
、
組
織
の
強

化
が
大
切
な
課
題
で
あ
り
、
そ
の

解
決
に
取
り
く
み
た
い
と
思
い
ま

す。
6
、
文
化
財
保
護
の
振
興
の
た
め
に

あ
り
ま
す
が
、
出
の
悪
い
人
な
ら
、

一
ニ
、
四
日
辛
抱
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

乙
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
に
な
る
と

急
に
出
は
じ
め
ま
す
。

乙
の
二
、
三
日
の
我
慢
が
で
き
な
い

で
、
粉
ミ
ル
ク
を
飲
ま
せ
て
し
ま
う
と

か
え
っ
て
母
乳
の
出
を
法
く
し
て
し
ま

い
ま
す
。

母
乳
の
分
泌
に
一
番
悪
い
影
響
を
す

る
の
は
、
粉
ミ
ル
ク
を
ち
ょ
っ
と
足
し

て
し
ま
う
乙
と
で
す
。
母
乳
だ
け
で
や

り
過
す
長
大
の
秘
け
つ
は
、
「
ち
ょ
っ

と
足
す
」
を
や
め
る
乙
と
で
す

そ
し
て

O
し
っ
か
り
飲
ま
せ
る
乙
と

O
+
分
に
吸
わ
せ
る
乙
と

C
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
湿
布
よ
り
、
と
に

か
く
よ
く
吸
わ
せ
る
と
と

母
乳
が
出
る
か
出
な
い
か
は
、
乳
房

の
大
き
さ
と
は
無
関
係
で
す
。
と
に
か

く
飲
ま
せ
れ
ば
、
必
ず
出
る
よ
う
に
な

る
の
で
す
。

お
母
さ
ん
方
、
自
分
の
母
乳
に
自
信

を
も
っ
て
、
も
う
少
し
の
辛
抱
と
努
力

で
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

文
化
財
mvd
偶
護
管
理
の
充
実
、
そ

の
根
底
を
な
す
保
護
意
識
の
高
揚

に
つ
と
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

7
、
同
和
教
育
の
拡
充
徹
底
に
取
り

く
み
、
持
に
地
域
ぐ
る
み
の
同
和

教
育
の
推
進
に
は
全
力
を
傾
注
す

べ
き
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
湾
動
と

教
育
と
行
政
の
一
体
化
に
よ
る
推

進
は
も
ち
ろ
ん
で
す
。
持
に
生
涯

教
育
の
各
段
踊
の
特
色
に
応
じ
た

指
導
計
画
に
よ
る
展
開
を
進
め
た

い
と
思
い
ま
す
o

8
、
社
会
教
育
関
係
同
体
と
そ
の
活

動
へ
の
期
待
も
大
な
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
「
青
少
年
団
体
」
・
「

婦
人
附
体
」
・
「
て
化
団
体
」
・

「
P
T
A」
・
そ
の
他
グ
ル
ー
プ

活
動
な
ど
の
即
売
育
成
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
最
後
に
ま
と
め
と
し
て
、
市

制
楠
符
十
周
年
に
定
め
ら
れ
た
大
州
市

民
憲
章
を
抄
出
し
て
筆
を
お
き
ま
す
。

大
制
川
市
民
は
ひ
と
し
く

一
、
郷
土
を
愛
し
明
る
い
市
づ
く
り
に

つ
と
め
る
。

二
、
健
康
な
か
ら
だ
を
つ
く
り
高
い
教

養
を
身
に
つ
け
る
。

=
寸
生
産
に
励
み
豊
か
な
家
庭
と
郷
土

j白

防

大
洲
市
消
防
出
初
式
が
、
一
一
一
月
三
日

午
前
十
時
か
ら
、
雨
天
の
た
め
、
大
洲

市
民
会
館
で
、
大
洲
分
団
な
ど
十
分
固

な
ら
び
に
私
設
横
野
消
防
隊
、
田
ノ
久

を
築
く
。

四
、
自
然
の
美
し
さ
を
生
か
し
観
光
都

市
づ
く
り
に
つ
と
め
る
。

五
、
よ
い
風
習
字
育
て
住
み
よ
い
環
境

を
つ
く
る
。

出

初

式

保
婦
人
消
防
隊
な
ど
、
約
千
人
が
参
集

し
て
行
わ
れ
、
消
防
活
動
に
功
労
の
あ

っ
た
、
百
三
十
六
人
が
表
彰
さ
れ
ま
レ

た。

表
彰
さ
れ
た
か
た
が
た
は
次
の
と
お

り

で

す

。

敬

称

焔

O
愛
媛
県
知
事
表
彰

矢
野
恒
夫
(
菅
回
分
間
)

道
岡
満
志
(
大
洲
分
団
)

上
甲
勉
(
南
久
米
分
団
)

新
田
鉄
男
(
柳
沢
分
団
)

高
本
勲
(
大
川
分
団
)

O
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

長
岡
正
太
郎
(
菅
田
分
団
)

ほ
か
十
七
人

O
大
洲
市
長
表
彰

平
井
正
利
(
新
谷
分
団
)

ほ
か
三
十
八
人

O
大
洲
市
消
防
団
長
表
彰

西
山
隆
重
(
大
川
分
団
)

心、

ね

は

消防出初式表彰式風景

済
み
ま
し
た
か

グ
小
裂
船
舶
の
安
全
検
査
d

い
ま
皆
さ
ん
が
所
有
さ
れ
て
い
る
「

長
さ
十
二
米
未
満
」
の
船
は
、
「
船
舶

安
全
法
」
に
よ
る
検
査
を
受
け
、
乙
れ

に
合
格
し
た
乙
と
を
証
明
す
る
「
船
舶

検
査
証
書
」
と
「
船
舶
検
査
手
帳
」
を

携
帯
し
な
け
れ
ば
航
行
で
き
な
い
ζ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

検
査
対
象
と
な
る
小
型
船
舶
と
は

一
、
エ
ン
ジ
シ
付
き

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
・
作
業
船
・
旅

客
船
・
遊
漁
船
・
交
通
船
・
そ
の
他

の
船
舶

一
一
、
エ
ン
ジ
ン
な
し

被
え
い
客
船
・
ろ
か
い
客
船
(
旅

客
定
員
七
λ
以
上
)

大
洲
市
指
定
天
然
記
念
物

富
栄
の
座
論
梅
(
ざ
ろ
ん
ば
い
〉

梅

所指

論~ 

こ
の
陣
論
悔
は
、
市
内
平
野
町
平
地

印
一
、
二
八
四
番
地
(
官
栄
)
に
あ
り

ま
す
。斡

の
大
き
さ
は
、
裡
冗
周
七
十
七
セ

シ
ヰ
ノ
メ
ー
ト
ル
・
目
通
り
周
六
十
二
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
花
は
八
重
で
紫

紅
色
、
雄
芯
楠
町
、
雌
芯
の
数
0
1
2
1

3
、
毎
年
結
実
し
て
い
ま
す
。

乙
の
梅
の
近
く
に
、
高
さ
一
・
=
一
メ

ー
ト
ル
、
幅
0
・
四
メ
ー
ト
ル
の
石
碑

が
あ
っ
て
、
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
一
石

一
(
子
供
養
」
明
治
四
十
三
年
一
一
一
月
八
日

の栄冨

ほ
か
五
十
二
人

O
大
例
市
長
感
謝
状

高
額
寄
付
者

村
上
工
業
株
式
会
社

上
須
戒
財
産
管
理
委
員
会

中
塚
コ
ナ
ミ
(
蔵
川
)

岩
村
観
光
有
限
会
社

パ
ッ
ト
イ
ジ
パ
ラ
ダ
イ
ス

愛
媛
鱗
道
株
式
会
社

愛
媛
塗
料
株
式
会
社

加
戸
外
科
病
院

用
地
無
償
提
供
者

城
戸
忠
幸
(
若
宮
)

竹
岡
芳
男
(
五
郎
)

太
田
親
忌
(
大
竹
)

中
野
善
高
「
大
竹
)

「
船
検
を
」

こ
れ
ら
の
船
は
す
べ
て
今
年
中
に
検

査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
船
舶
安
全
法
」
は
船
の
安
全
性
を

確
保
す
る
た
め
に
検
査
を
行
う
と
と
を

定
め
た
法
律
で
す
。
一
日
も
早
く
検
査

を
受
け
て
安
全
一
な
航
行
を
し
て
く
だ
さ

い。も
し
、
検
査
を
受
げ
な
い
で
航
行
す

る
と
法
令
違
反
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

検
査
申
請
の
方
法
等
に
つ
い
て
は
、

市
役
所
農
政
課
・
肱
川
漁
業
協
同
組
合

ま
た
は
、
松
山
市
三
津
一
丁
目
「
日
本

小
型
船
舶
検
査
機
構
松
山
支
所
」
電
話

。
八
九
九
l
五
一
一
ー
=
一
四
六
三
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
@

有定

昭
和
必
年
8
月
初
日

大
洲
市
平
野
町
平
地

清
水
ト
ラ
ヲ
氏

清
水
幸
雄
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
梅
と

碑
が
同
齢
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん

陣
論
梅
(
入
房
梅
)
は
、
一
つ
の
花

に
二
偲
以
上
の
果
実
亭
着
ゆ
る
特
徴
が

あ
る
の
で
、
古
く
か
ら
知
ら
れ
た
品
種

で
す
。
そ
の
形
態
及
び
性
質
は
種
子
に

よ
り
遺
伝
す
る
と
い
ろ
と
と
で
す
。
こ

の
よ
う
に
奇
異
の
性
質
を
も
っ
珍
貴
な

も
の
で
あ
り
、
し
か
も
市
内
で
は
最
も

大
き
い
の
で
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

大
例
市
教
育
委
員
会

平
井
覚
儀
(
平
地
)

菊
池
武
則
(
黒
木
)

伊
勢
川
益
美
一
'
長
谷
)

山
本
正
行
(
森
山
)

光
田
一
(
蔵
川
)

宮
川
繁
市
(
蔵
川
)

池
田
正
利
戸
新
谷
)

酒
井
勝
(
春
賀
)

消
防
協
力
者

中
国
熊
夫
(
柳
沢
)

新
入
学
、
入
園
児
を

交
通
事
故
か
ら
守

ろ
う

事
甘
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、
四
月

六
日
か
ら
四
月
十
五
日
ま
で
の
十
日
間

行
わ
れ
ま
す
。

乙
の
運
覇
実
施
中
の
四
月
八
日
か
ら

は
、
小
学
校
な
ど
の
新
学
期
が
は
じ
ま

り
、
新
入
学
児
重
の
通
学
や
、
幼
児
の

通
闘
な
ど
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

み
ん
な
で
、
次
の
と
と
に
注
意
し
て

交
通
事
故
防
止
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

O
運
転
者
の
方

夜
通
ル
l
ル
を
守
り
、
「
歩
行
者

保
護
運
転
」
、
「
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う

」
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
新
入
学
児
童
の
登
、
下
校

時
に
は
安
舎
運
転
に
努
め
て
く
だ
さ

い。

O
お
母
さ
ん
方

通
学
、
通
関
路
を
子
供
さ
ん
と
一

緒
に
歩
い
て
、
通
学
路
の
危
険
か
所

を
確
認
し
て
、
具
体
的
に
指
導
し
て

く
だ
さ
い
。

路
地
や
自
動
車
の
前
後
か
ら
の
、

子
供
の
と
び
出
し
は
一
番
危
険
で
す

い
っ
た
ん
止
っ
て
左
右
を
よ
く
見

て
安
全
を
確
か
め
て
か
ら
横
断
す
る

習
慣
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金

保
険
料
改
正

昭
和
五
十
一
年
四
月
か
ら
、
国
民
年

金
保
険
料
の
津
額
干
百
円
が
干
四
百
円

に
改
め
ら
れ
ま
す
、

国
民
年
金
は
、
老
後
や
身
体
障
害
者

と
な
っ
た
り
、
あ
る
い
は
母
子
世
帯
に

な
っ
た
り
し
た
と
き
に
、
年
金
加
入
者

の
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
の
も
の
で

す。昨
年
、
一
昨
年
と
一
一
年
連
続
で
物
価

ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
年
金
額
か
四
一
・
五

パ
l
セ
ジ
ト
と
大
幅
に
増
額
さ
れ
ま
し

た
が
、
よ
り
充
実
し
た
国
民
年
金
と
す

る
た
め
に
四
月
分
か
ら
、
一
か
月
の
保

険
料
が
千
四
一
割
円
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
加
入
者
が
年
金
額
の

三
分
の
こ
を
納
め
、
園
が
約
三
分
の
一

を
負
担
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
さ
ら
に
高
い
年
金
そ
受
け
た

い
方
の
た
め
の
付
加
保
険
斜
は
、
乙
れ

ま
で
と
同
じ
四
百
円
で
す
。
(
付
加
保

険
斜
は
、
農
業
者
年
金
の
加
入
者
は
強

制
加
入
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の

方
は
任
意
加
入
で
す
。
)

そ
の
他
詳
し
い
と
と
は
、
市
民
課
年

金
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
に
あ
や
ま

り
が
あ
っ
た
と
き
は

所
得
税
の
酵
定
申
告
を
出
し
た
後
で

申
告
書
の
間
違
い
に
気
付
い
た
と
き
は

正
し
い
申
告
に
盲
す
乙
と
が
で
き
ま
す

例
え
ば
、
祈
会
保
険
制
加
控
除
や
扶
養

控
除
を
忘
れ
た
り
し
て
税
金
を
実
際
よ

り
多
く
#
っ
た
場
合
は
、
-
更
正
の
請

求
」
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
所
得
を
漏

ら
し
て
申
告
し
て
い
た
場
合
は
、
「
修

正
申
告
」
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

乙
れ
ら
は
い
ず
れ
も
来
年
三
月
十
五

日
ま
で
に
正
し
い
申
告
存
し
て
く
だ
さ

い。
乙
れ
ら
の
用
紙
は
、
税
務
署
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

ま
ど
こ
ろ
銀
行

次
の
か
た
が
た
が
、
主
語
祉
事
業

の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、
ま

ご
と
ろ
銀
行
ヘ
預
託
さ
れ
ま
し
た
。

、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

敬
称
略

五
+
万
円

大
洲
市
柏
木

十
五
万
円

大
制
川
市
柏
木
亀
田
広

二
万
六
干
百
+
円

犬
一
刑
市
新
谷
ま
つ
ぽ
っ
く
り
会

代
表
者
伊
賀
八
平

植
木
幸
枝


